給与・賃金等について（参考）

○様々な給与体系があるので一概には言えませんが、標準的な事項について簡単に以下のとおりお示しいたします。処遇改善計画書の作成及び事業報告書の取扱い等についてわかりにくいものについてはご相談ください。

　　　標準モデル　：　基本給　＋　手当　＋　賞与　
【１】給料等の種類について

　　①固定給制　　　月によって変動しない給与システム

　　②日給月給制　　月にもらえる額が定められている。ただし、欠勤すると一定の割合で給与が減額
　　③日給制　　　　１日の単価が決まっていて、稼働日に対して給与が支払われる。

　　④時間給制　　　１時間の単価が決まっていて、稼働時間によって給与が支払われる。

　　⑤能力給制　　　固定給に、業績に応じて変動する業績手当を組み合わせる。

　　　　・固定給＋歩合給（販売量に応じて）

　　　　・固定給＋業績給（個人・事業所の証跡に応じて）

　　　　・固定給＋出来高払い給（生産量等に応じて）

・固定給＋能率給（業務の能率を評価）
【２】手当について

　　　　・職務手当･･･職種の仕事の重要度と困難度に応じて決定
　　　　・職能手当･･･同じ職種であっても個人の能力や習熟度に応じて決定
　　　　・業務手当･･･営業職等に対して営業成績に応じて奨励給として支給

　　　　・役職手当･･･一定以上の役職の人に支給

　　　　・家族手当･･･扶養家族を持つ人に支給

　　　　・住居手当･･･社宅や寮以外に住む人に支給

【３】賞与等について

　　　（介護職員処遇改善交付金事業実施要領６の二の取扱いについて）

　　○業績に応じて変動しない給与（例：基本給、通勤手当、職務手当、家族手当、住居手当）
　　　（業績悪化等で、業績に応じて変動することが想定されていないので、これを引き下げて代わりに交付金を支給することはできないもの。）

　　○業績に応じて変動することとされている給与（例：賞与(ボーナス)、業務手当、業績手当）
　　　（業績に応じて変動することとされている給与であり、業績悪化等により引き下げを行うことを妨げてはいないもの。もちろん従業員への説明は必要。）
